
安城の若者
が、

全国を舞台
に

プレイ
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■問諮秘書課広報広聴係（緯〈７１〉２２０２）

この秋、立て続けに市役所に朗報が舞い込みました。
３人の安城の若者が、それぞれの得意分野で全国大会に出場し、

好成績を収めたのです。３人の活躍の様子を紹介します。

第６９回日本学校農業クラブ全国大会「意見発表会」
最優秀賞＆文部科学大臣賞受賞！

田尾小百合さん（安城農林高等学校食品科学科２年）
さ ゆ り

農
業
高
校
の
甲
子
園
と
も
言
わ
れ
る「
日
本
学
校
農
業
ク

ラ
ブ
全
国
大
会
」。田
尾
さ
ん
は

月
に
鹿
児
島
で
開
催
さ

１０

れ
た
第

回
大
会
で
、
研
究
や
将
来
の
抱
負
に
つ
い
て
７

６９

分
間
原
稿
を
見
ず
に
発
表
す
る「
意
見
発
表
会
」に
出
場
。

最
優
秀
賞
と
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

発
表
の
テ
ー
マ
は
、
い
ち
じ
く
の
酵
素
を
使
っ
た
チ
ー

ズ
開
発
。
よ
り
美
味
し
く
、
よ
り
短
時
間
で
製
造
で
き
る

方
法
を
模
索
す
る
と
同
時
に
、
特
許
の
申
請
や
商
品
化
、

協
力
企
業
を
探
し
に
奔
走
し
た
経
験
に
つ
い
て
、
情
熱
た

っ
ぷ
り
に
話
し
て
み
せ
ま
し
た
。

「
県
大
会
、
東
海
大
会
と
出
場
す
る
う
ち
に
度
胸
が
つ
い

て
、
壇
上
に
立
つ
と『
気
持
ち
い
い
!
』っ
て
思
う
よ
う
に

な
っ
て
」。表
彰
式
で
は
、
最
優
秀
賞
受
賞
者
と
し
て
５
０

０
０
人
を
前
に
再
度
発
表
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
、

「
最
高
に
楽
し
か
っ
た
！
」と
強
心
臓
ぶ
り
を
見
せ
ま
す
。

「
高
校
生
で
も『
世
界
初
』の
モ
ノ
が
作
れ
る
と
い
う
こ

と
、
愛
知
の
農
業
は
す
ご
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
、
何
よ
り

こ
の
チ
ー
ズ
の
こ
と
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

一
心
で
し
た
」と
田
尾
さ
ん
。
誰
も
が
魅
了
さ
れ
そ
う
な

天
真
爛
漫
さ
と
研
究
へ
の
ま
っ
す
ぐ
な
思
い
が
審
査
員
の

心
を
掴
み
、
今
回
の
結
果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

貨 広報あんじょう 2018.12.15

表彰式で最優秀賞を
受賞する田尾さんいちじくを使い

開発したチーズ 「発表では、聴衆一人
ひとりの目を順に見
つめながら話すこと
を心がけました」（田
尾さん）。最優秀賞に
加え、文部科学大臣
賞のダブル受賞とい
う最高の結果に

「いちじくの酵素でチー
ズを凝固させます。牛
乳臭さがなく、高たん
ぱく・低カロリーでカ
ルシウムが効率よくと
れるヘルシーチーズで
す」（田尾さん）

いてます！輝
特集１



プレイ
バック

机に並べられた試料を正確に鑑定するテストで最高得点、
出場者１８０人の頂点に！

高良紘生さん（安城農林高等学校食品科学科３年）
こう ら ひろ き

田
尾
さ
ん
同
様
、
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
に

出
場
。
食
品
分
野
の
鑑
定
競
技
で
、
約

人
の
出
場
者
中

１８０

最
高
得
点
を
獲
得
し
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

県
大
会
を
勝
ち
抜
き
全
国
大
会
出
場
を
決
め
て
か
ら
は
、

校
内
の
実
習
室
が
勉
強
部
屋
に
。
実
験
器
具
に
囲
ま
れ
た

雑
然
と
し
た
雰
囲
気
が
落
ち
着
く
か
ら
と
、
数
カ
月
間
、

放
課
後
は
こ
こ
で
何
時
間
も
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

競
技
は
食
品
製
造
・
化
学
、
微
生
物
基
礎
等
、
食
品
に

関
す
る
問
題
が
長
机
に

問
並
べ
ら
れ
、
一
問
を

秒
以

４０

２０

内
に
回
答
し
て
い
く
形
式（
下
段
参
照
）。例
え
ば『
漬
物
』

一
つ
と
っ
て
も
、
主
原
料
・
微
生
物
・
試
薬
・
加
工
方
法

・
製
造
機
器
等
、
範
囲
は
驚
く
程
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

実
習
で
学
ん
だ
事
、
独
学
で
覚
え
た
事
、
ス
ー
パ
ー
で
手

に
取
っ
た
食
品
の
袋
に
書
か
れ
て
い
た
事
、
全
知
識
を
総

動
員
し
、
応
用
さ
せ
、
答
え
を
導
き
出
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
経
て
、「
今
は
ど
ん
な
こ
と
も
努
力
で
乗
り

越
え
る
自
信
が
あ
る
」と
話
す
高
良
さ
ん
。
将
来
は
、「
遺

伝
子
や
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
分
野
に
進
み
、
未
開
拓
分

野
で
大
き
な
発
明
を
し
た
い
。
夢
は
大
き
く
ノ
ー
ベ
ル
賞

で
す
」と
強
い
眼
差
し
で
語
り
ま
し
た
。

鑑
定
競
技
の
様
子（
再
現
し
て
も
ら
い
ま
し
た
）

並べられた試料の形状や匂いを考慮に入れながら、一問ずつ答えていきます。
高良さんは「意外に簡単な問題ばかりだ」と感じたそう（写真の設問は全国大会
で出題された問題とは異なり、難易度が低いものです）

日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会

表
彰
式
で
の
高
良
さ
ん

高良さんは今年度、今回の受賞の他に、愛知県専門高
等学校生徒研究文・作文コンクールで最優秀を受賞し
た他、アグリマイスター顕彰制度（農業高校で取得した
資格や検定等の実績を点数化し称号を与える制度）で、
「シルバー」を取得。現在最高位の「プラチナ」取得の申
請中です

迦広報あんじょう 2018.12.15

第６９回日本学校農業クラブ全国大会「食品鑑定競技」
プレイ
バック

悠斗さんも出場します！

ケーブルテレビ杯ネット将棋選手権
将棋を始めてわずか４年での全国優勝！

杉浦悠斗さん（篠目中学校１年）
ゆう と

１１月、ケーブルテレビ杯ネット将棋選手権大会
ジュニアの部で優勝した杉浦悠斗さんは、プロ棋
士を目指す中学１年生。

小学５年生でプロ棋士養成機関である「奨励会」
の下部組織「東海研修会」に入会。藤井聡太七段の
師匠、杉本昌隆七段の教室にも入会を認められ、
放課後や週末、名古屋まで電車で通う日々です。

本格的に将棋を始めたのは小学３年生当時。安
城の将棋大会で負けた事で将棋への思いに火がつ
き、すぐに地元の将棋教室に入会。素質はみるみ
るうちに開花し、強い相手を求めて各地の大会に
出場、６年生で「名古屋小・中学生将棋大会」高学
年の部で優勝する等、着実に力をつけてきました。

東海研修会でも順調に階級を上げており将棋を
始めてわずか４年での快進撃。一方で、プロになる
には２６歳のタイムリミットがあり、常にライバル
との競争にさらされる等、厳しい道を自覚する本
人は、「やれるところまで頑張るだけ」と冷静です。

ケーブルテレビ杯優勝で挑戦権を得て出場した
将棋ジュニア銀河戦決勝戦では惜敗。それでも憧
れの将棋会館（東京）で対局できたことを「不思議
な感覚だった」とはにかむ姿は、１３歳のあどけな
さと大きな可能性を感じさせました。

憧れの将棋会館での対局
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
杯
優
勝
者（
悠
斗
さ

ん
・
右
）と「
ひ
か
り
テ
レ
ビ
杯
」優
勝

者
が
頂
上
決
戦
し
た「
第
８
回
将
棋
ジ

ュ
ニ
ア
銀
河
戦
」決
勝
戦（

月

日
）

１１

１８

自宅での練習は「ネット将棋」で
自
宅
で
は
も
っ
ぱ
ら
ネ
ッ

ト
将
棋
。
今
年
度
学
校
に

新
設
さ
れ
た
将
棋
部
で
活

動
す
る
他
、
日
本
将
棋
連

盟
安
城
支
部
の
将
棋
教
室

に
行
く
こ
と
も

「期待しています」
杉本昌隆七段

悠斗君は一昨年から私の
教室に通ってきています。
毎週来ている熱心な生徒
で、いつも半ズボンの元

気な少年。粘り強く、最後まであきらめない将
棋を指します。私の５面指し（同時に５人相手に
指すこと）でも、最後まで残って頑張り抜く。粘
り倒されたことも何度もあります。棋士である
私と指すようになってから、自分の将棋に自信
をつけたよう
です。今回、
大きな結果を
残しました。
さらなる活躍
を期待してい
ます。

第８回新春将棋大会出場者募集！
１月６日掌午前９時～午後２時、桜井福祉センターにて。
申込締切は１２月２６日昌。詳細は同センター（緯〈９９〉７３６５）まで

過 広報あんじょう 2018.12.15
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